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2006年までに開花・結実に至った葯培養由来系統は、「千秋」由来の３系統（９２Ｐ３、９５Ｐ５、９５Ｐ６）のみ
であった。このうち、「９２Ｐ３」は奇形花が多く花粉稔性が無かった。また、「９５Ｐ５」は、花形は正常だが花
粉稔性が無かった。「９５Ｐ６」は、花形が正常で20％程度の花粉発芽率を有しており、花粉親として利用可
能である（図１）。

S-RNase特異的プライマーASPF3とASPR3を用いて、開花結実した「千秋」葯培養由来系統のS遺伝子型
の同定を行った。その結果、「９２Ｐ３」および「９５Ｐ５」はS 7のみ、「９５Ｐ６」はS 1のみ（「千秋」はS 1 S 7 ）が
同定された（図２）。

フローサイトメトリーによる倍数性の検定結果から「９５Ｐ６」は２倍体と推定され、培養中に自然倍数化した
と考えられる（図３）。

リンゴの育種効率の飛躍的な向上が期待できる
花粉稔性を有する完全ホモ個体「９５Ｐ６」の育成

要旨

　リンゴは幼若期間が長く、ブドウ・モモ・ナシに比較し結実までに長い年月を要する。また、モモなどに比較して
染色体数が多いこと、複２倍体起源であること、諸形質を支配する遺伝子が複雑であることなどから遺伝解析は
遅れており、育種の効率化が進んでいない。
　他作物では育種や遺伝解析を効率的に進めるために、遺伝的に固定化されたホモ系統が利用されている。し
かしながら、リンゴは自家不和合性を有するため、自殖によりホモ系統を得ることが出来ない。そこで、葯培養に
よりリンゴの完全ホモ個体を作出し、それらの中から稔性を有し、後代を獲得できる系統「９５Ｐ６」を選抜した。

「千秋」葯培養由来系統について、35種類のSSRマーカーを用いて由来の確認を行った。すべての系統にお
いて35種類のSSR座で「千秋」が有する対立遺伝子のいずれか一方のみを保有していたことから、これらの
系統はすべて「千秋」の花粉由来であることが確認された。
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新技術の解説

リンゴの葯培養による再分化個体の獲得効率は、品種により異なっており、供試した品種の中では「千秋」
の獲得効率が一番高かった（表１）。

適用範囲
リンゴの遺伝解析および品種育成を実施する機関

普及上の留意点
開花期が主要品種より数日遅れる場合があるので、開花期が早い品種と交配を行う際には、花芽の着生し
た切り枝に吸水・加温処理を行って開花を促進し、交配予定日までに開葯を行う。

遺伝解析用の実生群として「Prima」×「９５Ｐ６」の後代が、解析に必要な個体数（100個体以上）獲得でき
た。

風船状花で採取した場合、花粉発芽率が劣ることから、花を採取するステージは開花直後でかつ葯がまだ
開く前とする。

期待される効果
遺伝解析用の交配親として、片親に完全ホモ個体である「９５Ｐ６」を用いることにより、関与する遺伝子座
の数を少なく出来ることから、遺伝解析の効率化が図られる（図４）。
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図１ 千秋および葯培養由来系統の花粉発芽
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図１ 千秋および葯培養由来系統の花粉発芽
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図２ 葯培養系統のS遺伝子型の同定
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図２ 葯培養系統のS遺伝子型の同定
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図４ ヘテロ親同士の交配とホモ系統９５Ｐ６を遺伝解析親にした場合の比較
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図４ ヘテロ親同士の交配とホモ系統９５Ｐ６を遺伝解析親にした場合の比較
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図３ ９５Ｐ６の倍数性の検定
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 表１　葯培養試験結果（1992-1999）

個 ％z 個 ％ 個 ％ 個 ％ 個 ％ 個 ％ 個 ％ 個 ％
置床葯数 4510 6888 3452 400 600 1000 751 450
胚様体形成 63 1.40 102 1.48 1 0.03 0 0 0 0 5 0.50 22 2.93 1 0.22
シュート再生 6 0.13 17 0.25 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
ｚ：置床葯数に対する割合
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